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 ゲノムの配列が急速なスピードで解析されている現在、世の中の関心は、遺伝
子がコードしている蛋白質がどのような構造・機能を有しているかに移って行
くものと思われます。蛋白質結晶学者は、これまでは、機能既知の蛋白質の立
体構造を決定し、その反応機構等を考察して来ましたが、これからは、機能未
知の蛋白質の立体構造を決定し、その機能を推測することが重要なミッション
になるでしょう。本誌においても、阪大の倉光成紀先生に「高度好熱菌丸ごと
一匹プロジェクト」についての記事（���������）を執筆して頂きましたが、こ
のようなプロジェクトの中でＸ線結晶学者が果たす役割は多大なものであると
考えられます。結晶構造決定に要する時間を更に短縮することが要求され、当
然、より小さい結晶を用いてのより迅速なデータ収集が求められるでしょう。
シンクロトロン放射光施設は、益々不可欠なものとなり、「構造生物学坂部プロ
ジェクト」の更なる繁栄が期待されます。�
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 さて、私が編集委員長に就任して、早いもので１年以上が経過しました。こ
の間、どのような記事をどなたに書いていただくか、毎回頭を悩ませながらも、
なんとか発行を続けて来られました。これも、ひとえに執筆者をはじめとする
皆様のお陰と思っております。今後とも、一層のご協力とご愛読をお願い致し
ます。�
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